
 

 ３１．２．１９ 

海 上 幕 僚 監 部 

 （お知らせ）  

 

第２２回アジア太平洋諸国海軍大学セミナーの開催について  

 

 海上自衛隊は、以下のとおり第２２回アジア太平洋諸国海軍大学セミナー

を実施します。 

 

１ 目 的 

（１）アジア太平洋諸国の海軍大学教官等とのセミナー等を通じ、学校教育

及び学校研究の資を得る。 

（２）セミナー参加者との意見交換及び部隊等の研修を通じ、相互理解を深

めるとともに、セミナー参加国との信頼醸成に寄与する。 

 

２ 期間等 

平成３１年２月２５日（月）～３月４日（月） 

 ２月２５日（月）：ブリーフィング、学校長主催レセプション  

２月２６日（火）：オープニングセッション、基調講演、研究会 

２月２７日（水）：研究会 

２月２８日（木）：研究会、討論会、クロージングセッション 

３月 １日（金）：部隊等研修（横須賀） 

３月 ２日（土）：文化研修（甲府方面～河口湖方面） 

３月 ３日（日）：同 上 （河口湖方面～箱根方面） 

３月 ４日（月）：同 上 （小田原方面） 

 

３ 場 所 

開会式：海上自衛隊幹部学校大講堂(目黒区中目黒 2-2-1) 

研究会：同 上 

研修先：甲府・河口湖・箱根、小田原、横須賀 

 

 

 

 

 



４ テーマ 

主題：「自由で開かれたインド太平洋における海軍間の協力」 

副題：「海洋状況把握における海軍あるいは海軍と民間の協力の在り方」 

   「相互理解（異文化理解）促進のための各国海軍間の取り組み」 

   「人道支援／災害救援としての医療活動における海軍間の協力」 

「主要な海上交通路における海賊対処及び海上テロ対策のための 

海軍間の相互協力」 

 

５ パネリスト（予定） 

（１）参加国の海軍大学教官等（１８か国） 

オーストラリア連邦、ブルネイ・ダルサラーム国、カナダ、 

中華人民共和国、フランス共和国､インド、インドネシア共和国、 

マレーシア、ニュージーランド､ペルー共和国、フィリピン共和国、 

大韓民国、ロシア連邦、シンガポール共和国、タイ王国、英国、 

アメリカ合衆国、ベトナム社会主義共和国 

（２）海上自衛隊幹部学校職員 

 

６ その他の参加者(予定) 

（１）各国海軍大学の大佐クラスの教官・研究者又は海軍政策立案等に従事

する海軍軍人 

（２）内閣官房副長官補兼国家安全保障局次長  

（３）ＩＢＣコンサルティング＆パブリッシンググループ代表取締役 会長 

（４）慶應義塾大学総合政策学部 准教授 

（５）政策研究大学院大学連携教授／海上保安大学校 教授 

（６）笹川平和財団 主任研究員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ：海上自衛隊幹部学校 総務課長 野田２佐 

電話：０３－５７２１－７０１０（内５２２０） 


